
関西学院大学経済学部栗田ゼミ

活動内容

7/12に旧後川小学校にて地域の

子どもたちとの交流会を開催しました

・BBQ

・水鉄砲や水風船を使って

　水遊び

・花火

地域の子どもたちにも楽しんでもらうことができ、

私たちも後川地域の自然の豊かさや魅力について

再認識することができました。

①季節ごとの交流イベントの定例化


夏の水遊び、秋の収穫体験、

冬の伝統行事体験など、

地域資源を活かした催しを継続的に行う。


②多世代が関われる運営体制づくり


地域の高齢者、保護者、子どもがそれぞれ

役割を持ち、無理なく参加できる形を整える。


③地域資源の活用


地元食材や伝統文化、自然環境を取り入れた

体験型企画を増やす。


④情報発信の強化


地域内外に向けてイベント情報を発信し、

新たな参加者を呼び込む。


地域への提案内容

提案内容による地域への効果

①季節ごとの交流イベントの定例化


夏の水遊び、秋の収穫体験、

冬の伝統行事体験など、

地域資源を活かした催しを継続的に行う。

②多世代が関われる運営体制づくり


地域の高齢者、保護者、子どもがそれぞれ

役割を持ち、無理なく参加できる形を整える。


③地域資源の活用


地元食材や伝統文化、自然環境を取り入れた

体験型企画を増やす。


④情報発信の強化


地域内外に向けてイベント情報を発信し、

新たな参加者を呼び込む。



